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■
随
想

明
治
の
豪
商〝
天
下
の
糸
平
〟

横
浜
に
つ
な
が
る
不
思
議
な
糸

牧
内
良
平
（
高
10
回
）

●
ま
き
う
ち
・
り
ょ
う
へ
い

川
路
出
身
。
ヤ
ク
ザ
な
稼
業
の
罪
滅

ぼ
し
に
12
年
間
、
赤
い
羽
根
の
県
共

同
募
金
会
会
長
を
や
っ
て
い
る
。
昨

年
か
ら
県
日
中
友
好
協
会
会
長
。
テ

レ
ビ
神
奈
川
で
社
長
、
会
長
の
後
、

現
在
は
相
談
役
。
神
奈
川
新
聞
社
で

は
常
務
・
専
務
。
旭
日
小
綬
章
受
章
。

　
今
年
の
正
月
、
乞
わ
れ
て
南
信
州
新
聞
に
「
飯
田
と
横
浜
を
つ

な
ぐ
糸
」
と
い
う
一
文
を
載
せ
た
。
横
浜
夢
座
（
五
大
路
子
座
長
）

の
芝
居
に
、
素
人
な
が
ら
出
演
し
た
体
験
談
を
書
い
た
も
の
で
、

つ
い
で
に
、
か
つ
て
同
座
が
飯
田
で
公
演
し
た
「
奇
跡
の
歌
姫
～

渡
辺
は
ま
子
」
の
話
の
中
で
、
飯
田
出
身
の
代
田
銀
太
郎
さ
ん
作

詞
の
歌
『
あ
あ
、モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
夜
は
更
け
て
』
に
も
触
れ
た
。

　
ま
た
末
尾
に
は
、
こ
れ
も
同
座
が
演
じ
た
『
富
貴
楼
・
お
倉
の

物
語
』
に
関
連
し
て
、
飯
田
か
ら
横
浜
に
出
て
成
功
し
た
明
治
の

豪
商
、〝
天
下
の
糸
平
〟
に
つ
い
て
、
機
会
が
あ
れ
ば
書
い
て
み

た
い
、
と
記
し
た
。
飯
田
と
横
浜
、
両
者
を
つ
な
ぐ
不
思
議
な
糸

を
感
じ
た
か
ら
だ
。

　
と
い
う
訳
で
、
本
稿
で
は
、
横
浜
で
大
暴
れ
し
た
〝
天
下
の
糸

平
〟
を
主
役
に
し
て
、「
お
倉
の
物
語
」
を
絡
め
な
が
ら
筆
を
進
め
、

明
治
と
い
う
時
代
を
う
ま
く
描
け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

　『
富
貴
楼
・
お
倉
の
物
語
』
は
、
４
年
前
、
横
浜
開
港
１
５
０

年
記
念
「
エ
ン
ド
レ
ス
・
ド
リ
ー
ム
、
ヨ
コ
ハ
マ
の
夜
明
け
」
と

銘
打
っ
て
、
市
民
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
創

作
劇
で
、
企
画
・
主
演
は
五
大
路
子
さ
ん
。
横
浜
港
大
桟
橋
の
特

設
ス
テ
ー
ジ
に
、
俳
優
座
、
文
学
座
な
ど
に
所
属
の
錚
々
た
る
俳

優
た
ち
30
数
人
が
出
演
し
、
歌
え
、
踊
れ
の
大
芝
居
を
展
開
し
た
。

五
大
さ
ん
の
夫
君
・
大
和
田
伸
也
さ
ん
も
友
情
出
演
し
た
。

〝
料
亭
政
治
〟
の
は
し
り
と
言
わ
れ
た
「
富
貴
楼
」

　
時
は
明
治
の
初
め
。
主
人
公
・
お
倉
（
本
名
・
渡
井
た
け
）

は
、
天
保
７
年
（
１
８
３
６
年
）、
浅
草
生
ま
れ
。
遊
女
、
芸
者

と
し
て
品
川
、
吉
原
、
新
宿
を
渡
り
歩
き
、
横
浜
で
置
屋
を
開
業

し
、
料
理
屋
「
松
心
亭
」
に
発
展
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
明
治
６
年

（
１
８
７
３
年
）、
市
街
地
の
ど
真
ん
中
に
開
い
た
の
が
高
級
料
亭

「
富
貴
楼
」
だ
っ
た
。
そ
の
資
金
を
援
助
し
た
旦
那
が
、〝
天
下
の

糸
平
〟
の
異
名
を
と
る
田
中
平
八
そ
の
人
だ
。

随想
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い
た
。
そ
れ
が
慣
習
に
な
っ
て
い
た
」
と
書
い
た
ほ
ど
。

　
劇
で
も
、伊
藤
博
文
（
文
学
座
・
松
井
工
）、
井
上
馨
・
西
郷
隆

盛
（
同
・
井
上
高
志
）、坂
本
竜
馬
・
大
久
保
利
通
（
ス
タ
ッ
フ
ア
ッ

プ
所
属
・
増
沢
望
）
ら
が
登
場
。
政
治
の
裏
舞
台
で
の
や
り
取
り
、

駆
け
引
き
は
迫
真
の
演
技
だ
っ
た
。
お
倉
は
、
持
ち
前
の
気
っ
風

の
良
さ
を
発
揮
し
、
そ
の
仲
介
役
、
相
談
相
手
と
な
っ
て
い
た
。

　
大
隈
重
信
が
失
脚
し
た
政
変
（
明
治
14
年
）
の
裏
舞
台
に
お
倉

が
い
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
大
隈
を
再
び
表
舞
台

に
立
た
せ
る
た
め
、
大
隈
を
伊
藤
博
文
に
会
わ
せ
た
の
も
お
倉

だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
三
井
・
三
越
の
大
番
頭
・
高
橋
箒
庵

が
著
書
に
「
お
倉
は
、
伊
藤
、
井
上
、
大
隈
、
山
県
ら
大
官
を
手

玉
に
取
っ
た
」
と
書
い
た
ほ
ど
の
器
量
だ
っ
た
。

　
劇
中
で
は
、
坂
本
竜
馬
の
妻
・
お
龍
（
扉
座
・
伴
美
奈
子
）
が
お

倉
の
前
に
現
れ
る
。
竜
馬
亡
き
後
、
失
意
の
中
に
い
た
お
龍
は
、

お
倉
の
生
き
様
の
中
に
竜
馬
の
影
を
見
る
。劇
は
、圧
巻
の
歌
と
踊

り
、
躍
動
の
中
で
「
竜
馬
み
た
い
な
女
」
の
物
語
が
展
開
し
て
い
く
。

　〝
天
下
の
糸
平
〟
こ
と
田
中
平
八
は
、
劇
で
は
、
控
え
め
な
役

柄
（
俳
優
座
・
児
玉
泰
次
）。
で
も
、
実
在
の
平
八
は
、「
明
治
の

花
柳
界
で
一
番
有
名
だ
っ
た
男
」
と
言
わ
れ
、
遊
女
時
代
か
ら
付

き
合
い
の
あ
っ
た
お
倉
の
、
富
貴
楼
開
業
時
の
金
の
面
倒
を
全
て

み
た
。
そ
こ
は
、
さ
す
が
名
う
て
の
相
場
師
。
客
の
情
報
は
、
す

べ
て
お
倉
か
ら
筒
抜
け
。
時
代
を
動
か
し
て
い
た
政
財
界
の
重
鎮

富貴楼お倉を演ずる女優・五大路子さん

　
開
港
・
開
国
後
間
も
な
い
横
浜
は
、
西
洋
文
化
の
玄
関
口
と
し

て
活
況
を
呈
し
、
未
来
を
切
り
開
こ
う
と
、
夢
見
て
生
き
る
人
々

で
満
ち
溢
れ
て
い
た
。
お
倉
は
そ
の
代
表
的
女
傑
。『
横
浜
富
貴

楼
お
倉
』（
鳥
居
民
著
）
に
よ
る
と
、明
治
を
動
か
し
た
女
で
あ
り
、

「
粋
で
、
伝
法
肌
、
肝
っ
玉
の
座
っ
た
ス
ラ
リ
と
し
た
美
人
」
だ
っ

た
、
と
い
う
。

　
そ
ん
な
お
倉
が
、
女
将
と
し
て
取
り
仕
切
っ
た
富
貴
楼
は
、
日

本
の
〝
料
亭
政
治
〟
の
は
し
り
と
言
わ
れ
た
舞
台
。
伊
藤
博
文
、

大
久
保
利
通
、
山
県
有
朋
、
大
隈
重
信
、
陸
奥
宗
光
な
ど
明
治
の

元
勲
を
は
じ
め
、
岩
崎
弥
太
郎
、
渋
沢
栄
一
な
ど
財
界
の
大
物
、

市
川
団
十
郎
、
三
遊
亭
円
朝
な
ど
一
級
の
芸
能
人
も
足
繁
く
通
っ

た
。
外
相
、
文
相
だ
っ
た
牧
野
伸
顕
は
、
回
顧
録
で
「
政
治
家
、

役
人
な
ど
は
富
貴
楼
に
行
き
、
東
京
の
情
報
を
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
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た
ち
の
会
話
は
、〝
価
値
あ
る
情
報
〟
と
し
て
大
い
に
役
立
っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

波
瀾
万
丈
の
相
場
師
、
田
中
平
八
の
生
涯

　
さ
て
、
田
中
平
八
と
は
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
か
。
投
資
し
た

富
貴
楼
を
情
報
源
と
し
て
、
商
売
に
う
ま
く
利
用
し
た
才
覚
で
も

想
像
が
つ
く
が
、
横
浜
で
生
糸
・
為
替
相
場
で
大
儲
け
し
、
豪
商

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
財
を
な
し
た
。
横
浜
を
第
二
の
故
郷
と
呼
び
、

横
浜
駅
に
ほ
ど
近
い
旧
東
海
道
沿
い
の
真
宗
大
谷
派
・
良
泉
寺
境

内
に
、
ひ
と
際
高
い
墓
碑
が
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
田
中
平
八
だ
が
、
飯
田
の
魚
屋
に
年
季
奉
公
に
来
た
の

が
12
歳
の
時
だ
っ
た
。
平
八
は
、
天
保
５
年
（
１
８
３
４
年
）、

上
伊
那
・
赤
穂
村
（
現
・
駒
ケ
根
市
）
生
ま
れ
。
生
家
は
資
産
家

だ
っ
た
が
、
米
と
綿
相
場
で
失
敗
し
て
没
落
し
て
い
た
。

　
若
い
な
が
ら
も
商
才
に
長
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
３
年
後
の
15

歳
で
魚
屋
を
独
立
。
19
歳
で
藍
玉
を
作
っ
て
い
た
藍
屋
の
婿
養
子

に
な
っ
て
、田
中
は
る
と
結
婚
。岩
下
嘉
光
・
駒
ケ
根
シ
ル
ク
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
名
誉
館
長
（
元
・
信
州
短
大
学
長
）
に
よ
る
と
、「
安
政
６
年
、

横
浜
が
開
港
さ
れ
た
と
い
う
話
を
風
の
便
り
に
聞
か
さ
れ
、
風
雲

の
志
の
あ
っ
た
平
八
と
し
て
は
、
と
て
も
田
舎
で
商
売
し
て
い
る

こ
と
に
耐
え
切
れ
ず
、
翌
年
、
妻
子
を
残
し
て
出
奔
。
米
、
生
糸

を
行
商
し
な
が
ら
横
浜
に
た
ど
り
着
き
、
生
糸
問
屋
の
手
代
に
」。

　
ま
た
、
一
説
に
は
、
こ
ん
な
話
も
あ
る
。
野
望
に
燃
え
た
平
八

が
、
飯
田
か
ら
の
商
業
流
通
ル
ー
ト
を
使
い
名
古
屋
に
出
て
、
相

歌え、踊れの『富貴楼」の舞台（2009 年、横浜）
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場
を
知
り
、
大
儲
け
し
た
後
、
大
阪
で
プ
ロ
相
場
師
に
ひ
ね
ら
れ
、

大
損
。
剣
客
の
門
弟
と
な
り
、
水
戸
浪
士
の
「
筑
波
山
の
乱
」
に

加
わ
り
、
逮
捕
さ
れ
て
、
剣
を
諦
め
、
商
売
を
、
と
決
意
し
た
と

い
う
の
だ
。

　
ペ
リ
ー
が
来
航
し
、
開
国
の
玄
関
口
と
な
っ
た
横
浜
、
特
に
小

生
が
勤
務
し
て
い
る
会
社
周
辺
は
「
関
内
」
と
言
っ
て
、
居
留
地

内
に
外
国
の
公
館
、
商
館
や
日
本
人
の
貿
易
商
の
店
が
軒
を
連
ね

て
い
た
。一
攫
千
金
を
狙
っ
た
平
八
も
、そ
こ
で
チ
ャ
ン
ス
を
待
っ

て
い
た
。

　
開
港
と
同
時
に
貿
易
が
始
ま
る
が
、
日
本
の
生
糸
輸
出
の
ほ
ぼ

１
０
０
％
は
横
浜
か
ら
だ
っ
た
。だ
か
ら
目
端
が
利
い
た
平
八
が
、

横
浜
に
憧
れ
る
の
は
当
然
。
し
か
も
当
時
、
飯
田
生
糸
と
い
う
の

は
か
な
り
有
名
で
、
高
く
売
れ
た
。

　
岩
下
先
生
の
話
を
続
け
る
。「
３
０
０
両
（
現
在
の
３
０
０
０
万

円
）
を
元
手
に
飯
田
に
行
っ
て
、
持
ち
前
の
弁
舌
を
振
る
い
、
２

か
月
後
に
支
払
い
を
す
る
と
の
約
束
の
も
と
３
０
０
０
両
に
相
当

す
る
生
糸
を
買
い
込
ん
で
、
横
浜
に
帰
っ
て
外
国
商
社
に
売
り
渡

し
、
10
倍
以
上
の
大
儲
け
を
し
た
」
と
い
う
。
ま
だ
30
歳
そ
こ
そ

こ
の
青
年
に
過
ぎ
な
い
平
八
。
夢
に
満
ち
た
、
近
代
化
草
創
期
の

明
治
初
期
と
は
い
え
、そ
の
商
魂
の
す
ご
さ
は
並
み
外
れ
て
い
る
。

　「
糸
屋
平
八
商
店
」
の
屋
号
で
生
糸
商
・
両
替
商
の
店
を
開
き
、

洋
銀
相
場
会
所
を
設
立
す
る
な
ど
、
天
性
の
能
力
を
発
揮
、
生
糸

だ
け
で
な
く
、
米
、
お
茶
、
為
替
相
場
も
盛
ん
に
行
っ
て
財
を
な

し
た
平
八
だ
が
、必
ず
し
も
全
て
が
上
手
く
い
っ
た
わ
け
で
な
く
、

波
瀾
万
丈
の
相
場
師
で
も
あ
っ
た
。

　
例
え
ば
、
四
日
市
か
ら
横
浜
に
お
茶
を
運
ぶ
船
が
難
破
し
て
全

財
産
を
失
っ
た
こ
と
も
あ
る
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
貿
易
商
や
清
国
人

商
人
を
相
手
に
仕
手
戦
を
仕
掛
け
て
、
負
け
そ
う
に
な
っ
た
た
め
、

偽
札
を
作
り
、
見
せ
金
と
す
る
こ
と
で
大
損
を
免
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
露
見
、
違
法
行
為
が
外
人
た
ち
に
訴
え

ら
れ
、第
二
の
故
郷
と
決
め
て
い
た
横
浜
に
居
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　
横
浜
を
逃
れ
、
東
京
に
出
て
か
ら
も
平
八
の
商
才
は
発
揮
さ
れ

た
。
明
治
９
年
（
１
８
７
６
年
）
に
、
田
中
組
と
い
う
銀
行
を
つ

く
り
、
同
11
年
（
１
８
７
８
年
）、
東
京
株
式
取
引
所
を
設
立
。

田中平八の墓碑。筆者の2倍もある高さだ（横浜・良泉寺）
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同
16
年
（
１
８
８
３
年
）
に
は
東
京
米
商
会
所
（
現
在
の
東
京
穀

物
商
品
取
引
所
）
の
初
代
頭
取
に
な
り
上
場
し
、
こ
れ
も
仕
手
戦

と
化
し
て
大
儲
け
し
た
。
仲
間
を
裏
切
っ
て
の
儲
け
と
の
非
難
が

あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
頃
か
ら
平
八
の
人
生
は
下
り
坂
に
。
肺

結
核
に
冒
さ
れ
、
翌
年
、
波
瀾
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
51
歳
だ
っ
た
。

　「
相
場
は
騎
虎
の
勢
い
」
を
座
右
の
銘
と
し
た
平
八
。
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
、大
人
し
く
、堅
実
派
の
多
い
飯
伊
地
方
出
身
者
の
中
で
、

桁
外
れ
の
タ
イ
プ
と
言
え
よ
う
。
血
筋
は
争
え
ず
、
田
中
家
の
子

は
、
川
路
小
・
中
学
校
の
一
帯
は
、
日
本
の
〝
三
大
桑
園
〟
の
一

つ
と
言
わ
れ
、
村
に
は
養
蚕
農
家
も
多
く
、
桑
の
実
を
食
べ
て
口

を
真
っ
赤
に
し
て
い
た
少
年
時
代
が
懐
か
し
い
。

　
そ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
天
竜
川
の
肥
沃
に
恵
ま
れ
た
伊

那
谷
は
、
日
本
で
有
数
の
養
蚕
地
帯
を
形
成
し
て
い
た
。
平
八

が
、
横
浜
で
活
躍
し
て
い
た
明
治
期
、
横
浜
で
の
生
糸
扱
い
量

は
、
信
州
産
が
ダ
ン
ト
ツ
一
位
だ
っ
た
。
横
浜
市
史
（
資
料
編
）

の
統
計
に
よ
る
と
、
明
治
12
年
（
１
８
７
９
年
）
の
扱
い
量
は

62
万
５
０
０
０
斤
（
シ
ェ
ア
28
・
５
％
）。
信
州
産
の
多
く
が
伊

那
谷
に
よ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
飯
田
と
横
浜
を
結
ぶ
、
そ
ん
な
有
り
様
は
、
今
や
遠
い
昔
の
話
。

横
浜
の
生
糸
取
引
所
は
と
っ
く
に
無
く
な
っ
て
お
り
、
シ
ル
ク
博

物
館
が
あ
る
だ
け
。
輸
出
は
、
自
動
車
、
機
械
な
ど
工
業
製
品
が

主
力
で
、
横
浜
名
産
の
ス
カ
ー
フ
（
絹
）
は
土
産
品
程
度
だ
。
一

方
、
伊
那
谷
で
は
ど
う
か
。
Ｊ
Ａ
南
信
州
に
よ
る
と
、
養
蚕
農
家

は
15
軒
、
生
産
量
は
４
㌧
弱
と
い
う
。
最
盛
期
、
伊
那
谷
に
何
万

と
あ
っ
た
養
蚕
農
家
の
面
影
は
今
は
な
い
。

　
一
世
紀
と
い
う
時
代
の
変
化
、
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で

だ
が
、
閉
塞
感
漂
う
現
在
の
日
本
と
、「
エ
ン
ド
レ
ス
・
ド
リ
ー
ム
」

の
劇
が
示
す
よ
う
な
、
躍
動
の
明
治
期
。〝
天
下
の
糸
平
〟
な
ら
、

今
を
ど
う
切
り
開
く
だ
ろ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
想
像
し
て
み
る
が
、

凡
人
に
は
答
え
が
見
つ
か
ら
な
い
。

孫
は
鉱
山
業
で
資
産
を
つ
く
り
、
誰
も

が
知
る
田
中
貴
金
属
を
起
業
し
た
。〝
日

本
ラ
グ
ビ
ー
の
父
〟
と
言
わ
れ
る
田
中

銀
之
助
も
一
族
だ
そ
う
だ
。
東
京
・
墨

田
の
木
母
寺
に
は
、
伊
藤
博
文
揮
毫
に

よ
る
巨
碑
「
天
下
之
糸
平
」
が
、
周
り

を
圧
倒
す
る
よ
う
に
建
っ
て
い
る
。

伊
那
谷
は
、

日
本
で
有
数
の
養
蚕
地
域
だ
っ
た

　〝
天
下
の
糸
平
〟
の
こ
と
を
想
い
出

し
た
の
は
、
五
大
さ
ん
の
芝
居
が
き
っ

か
け
だ
が
、
事
、
生
糸
に
関
し
て
は
、

馴
染
み
深
い
思
い
が
あ
る
。
と
い
う
の


